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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本課題では，次元制御された超原子およびその集合体からなる材料に対して，その
原子レベル構造を高分解能電子顕微鏡イメージングにより明らかにすると共に，エ
ネルギー分散X線分光法や電子エネルギー損失分光法を駆使して超原子集合体材料
の組成および電子状態を解明し，構造と機能の相関について研究する．

実験
Experimental

ターピリジンを末端配位子として２箇所結合したIrAu12超原子（図A）にCoが配位
した多量体（図B）について，窒化ホウ素ナノチューブに担持した試料を作製
し，TEMマイクログリッドの上に分散液として散布した．この試料について，収差
補正透過電子顕微鏡（Titan Cubed）を用い，電子線単色化条件のもと加速電圧80
kVで観察を行った．

結果と考察
Results and Discussion

上記実験において得られた透過電子顕微鏡像を図Cに示す．この図において，黒色
のドットとしてIrAu12クラスターが観察された．隣接するクラスター間（A-B, B-
C, およびC-D）の距離はそれぞれ3.11, 2.93, 3.15 nmであり，Coによって架橋さ
れた分子のモデルから計算された距離とほぼ一致していることから，Coの配位を介
したIrAu12超原子の多量体形成が示唆された．

図・表・数式 1
Figures, Tables and

Equations 1

図A, ターピリジン修飾IrAu12超原子の分子モデル．図B, Co配位を介したIrAu12二量
体の模式図．図C, IrAu12四量体のTEM像．図中のスケールバーは2nm．
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